
令和８年度「あだち子ども将棋大会」のルールとマナー 

足立区教育委員会 

１ 大会の概要 

（１）趣旨 

日本の伝統や文化を尊重する豊かな心を育む活動として、「将棋」に取り組み、集中力や判断力を

高めるとともに、その所作や礼儀等を学び、コミュニケーション能力の向上を図る。これらの活動の

集大成として、本大会を開催する。 

（２）開催日  令和９年２月１４日（日） ８時３０分～１２時３０分（予定） 

（３）会場  足立区立千寿本町小学校体育館 

（４）主催  足立区教育委員会 

（５）運営協力 公益社団法人日本将棋連盟 

（６）対象・参加者数（予定）小学生 １９２人（合計６４チーム ※３人１チーム）募集 

２ 大会の進め方 

（１）予選 

６４チームを１６グループに分け、グループごとに予選（２試合）を行います。 

※ グループ分けについては、足立区教育委員会と日本将棋連盟の協議により決定します。 

（２）トーナメント 

予選での成績により、４つのトーナメントを行います。 

予選での成績 トーナメント 

２ 勝 （○○） 王  将  

１勝１敗 
（○×） 飛  車  

（×○） 角  行 

２ 敗 （××） 金  将 

３ 競技形式 

（１）３人１チームによる団体戦で行い、２勝したチームの勝ちとします。 

  ※ 体調不良など、やむを得ない事情で２人編成のチームと対局する場合は２局で勝敗を決めます。 

  ※ ２人編成のチームが対戦して１勝１敗になった場合は勝者２名によるじゃんけんでチームの勝

敗を決めます。 

※ 個人申込の場合、以下の優先順位で申し込み後に足立区教育委員会が参加者同士でチームを編成

します。 

     ア 同学校の場合は同一チームに編成 

     イ 3人の棋力（自己申告）を可能な限り平均となるように編成 

     ウ 3人の学年の合計を可能な限り同一なるように編成 

        例 チームＡ 5年生、3年生、2年生（計 10） 

          チームＢ 4年生、4年生、2年生（計 10） 

          チームＣ 6年生、2年生、2年生（計 10） 

（２）１局は最長１５分とします。 

１０分経過で対局時計を使用します。（１手３０秒以内） 

１５分経過で審判（プロ棋士）が勝敗を判定します。（審判の判定には、必ず従います。） 

※ 大会の進行状況によっては、トーナメントでの対局時間を短くすることがあります。 

※ 体調不良等により対局を続けることが困難となった場合は不戦敗とします。 



４ 交流試合 

各トーナメントで敗退してしまったチームは、次の回からは、所定の場所で他チームとの交流試合を行

います。 

５ 指導対局 

王将トーナメントの、1回戦敗退チームと２回戦敗退チームは、プロ棋士による指導対局に参加します。 

６ 先手・後手の決め方（振り駒） 

振り駒の結果によって、「先手・後手・先手」、又は「後手・先手・後手」となります。 

７ 対局のあいさつ 

対局を始める時には、お互いに「お願いします」と言って一礼します。勝負がついた時、負けてしまっ

た人が「負けました」と言います。対局が終わったら、お互いに「ありがとうございました」と言って一

礼し、駒を並べ直しておきます。 

８ 対局終了時 

（１）各自の対局が終了したら、そのまま静かに待ちます。勝負がついたら、それぞれの代表が、二人で 

対戦結果の報告に行きます。 

（２）報告が終わったら、他の対局の妨げとならないよう静かに、元の席に戻ります。 

（３）水分補給やトイレに行くことなどは、次の試合が始まるまでの間に済ませます。 

９ 表彰 

各トーナメントの上位チームには、賞状を授与します。 

なお、王将トーナメントの優勝、準優勝、第３位のチームには、副賞としてクリスタルスタンドを授与

します。 

また、参加児童全員に、参加賞を配付します。 

１０ 大会の進行概要（予定） 

時刻 項 目 参加児童 
所要 

時間 

8:00  
～8:20 

受付 ・受付後に控室に、座席位置や組合せを確認し､着席し
て開会を待つ。 

20 

8:30  開会式 ①開会のあいさつ 
②運営協力者（将棋連盟）の紹介 
③ルール説明：将棋連盟 
・そのまま対局開始まで待つ。 

15 

8:45  【予選】第１回戦 
・対局が終了したら、チームの代表者が結果を報告し、
元の席に戻って静かに指示を待つ。（次の試合までの
間に、水分補給やトイレに行くなどをする。） 

30 

9:15      第２回戦 30 

9:45  （トーナメントへの移行） 20 

10:05  【トーナメント】 第１回戦 ・対局が終了したら、代表者が結果を報告する。 
※敗退チームは、他チームとの交流試合を行う。 
※王将トーナメントの１回戦・２回戦敗退チームはプ
ロ棋士の指導対局を受ける。 

・決勝戦が終了したら、表彰・閉会式の準備 

30 

10:35  第２回戦 30 

11:05  準決勝戦 30 

11:35  決 勝 戦 35 

12:10  表彰・閉会式 ①成績発表・表彰 
②講評 
③事務連絡・閉会 

20 

12:30  終了   

 


